
 

 

 

 

 

上宇部みんなで育てる子どもたち 
          校長 神田橋 芳幸 
 

進級・入学から一か月が過ぎました。進級

した２～６年生は、「一つお兄さん・お姉さ

んになった」という自覚をもって学校生活を

送り、１年生は「自分も小学生なんだ」とい

う実感を、日々の学習や活動の中で味わって

いるようです。新しい学年・学級にも少しず

つ慣れ、教室や校内では、子どもたちの明る

い表情や前向きな言葉が多く見られるように

なりました。子どもたちを全力で支えようと

する教職員の姿も相まって、令和８年度はと

ても順調なスタートを切ることができたと感じています。 

さて、本校には１年生が加わり、子どもたちは５３８名となりました。そこに教職員５

０名が加わり、合計５８８名で「学校」という一つの社会が成り立っています。さらに、

登下校時の見守りをしてくださるみまもり隊の皆様、学習支援ボランティアの皆様、ＰＴ

Ａ会員の皆様など、日頃から学校を支えてくださっている多くの地域の方々を含めると、

上宇部地域全体が子どもたちを育てる大きな社会であることを、改めて実感します。 

子どもたちは、この「ミニ社会」とも言える集団の中で、年齢や成長段階に応じて、社

会のルールやマナー、人との関わり方を体験的に学んでいます。友だちとの関わり、異学

年との交流、教職員や地域の方々との関係づくりを通して、思いやりの心や協力する力、

そして自分の役割を果たそうとする姿勢を身に付けています。こうした経験の積み重ねが

、将来社会に出たときに、一人の社会人として力を発揮できる「生きる力」につながって

いきます。 

集団が大きいということは、それだけ多様な学びや出会いがあるということでもありま

す。上宇部地域の皆様に支えられながら教育活動を進めることができる本校の環境は、子

どもたちにとって本当に恵まれたものだと感じています。 

私が本校に着任してから日々感じていることの一つに、「大人の何気ない行動が、子ど

もたちの学びにつながっている」ということがあります。 

教職員同士が普段から気持ちのよいあいさつを交わし、困っている人にさっと声をかけ

る姿。地域の皆様が、笑顔で子どもたちや教職員に声をかけてくださる温かな姿。参観日

などで来校された保護者の皆様が、「こんにちは」「お世話になります」と自然に言葉を

交わす様子。こうした大人同士の関わりを、子どもたちはよく見ています。 

特別なことをしなくても、大人が社会の一員として大切にしている姿勢は、確実に子ど

もたちの心に届いています。これからも、地域・家庭・学校が力を合わせ、子どもたちに

「人として、社会の一員としての在り方」を背中で伝えながら、成長を支え続けていきた

いと思います。地域とともにある学校であり続けられるよう、引き続きご理解とご協力を

お願いします。 
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1 月 教育相談週間開始、委員会活動、５年プール清掃

2 火 新体力テスト、５年内科検診

3 水

4 木

　

６月の行事予定

みまもりの方々との対面式

体育発表会に向けて始動

子どもたちの学習

や生活の様子、学校

の取組等をＨＰでお

知らせしています。

右のＱＲコードから

閲覧いただけます。

HPを随時更新中！

日 曜 1年 2年 3年 4年 5年 6年

日頃から登下校時に子どもたちの

見守りをしていただいている「みま

もり」の方々をお迎えして、対面式

を行いました。当日は35名の地域の

皆様にお越しいただきました。感謝

の気持ちを伝えることができました。


